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海洋堆積物である縞状鉄鉱層 (BIFs)は、中期原生代を除く先カンブリア時代の地質帯に普遍的に見られることから、
これらの時代の地球海洋化学進化を議論するのに優れた地質試料である。特に、世界で分布が限られている初期太古代
表成岩帯の BIFsの地球化学的な研究は、初期生命の誕生した初期地球海洋化学プロセスを復元する上で重要な情報をも
たらす可能性がある。
しかし、一般的な BIFsは鉄酸化物とシリカからなる縞で構成され、さらに炭酸塩鉱物や砕屑粒子起源の鉱物が混入す

るため、その全岩化学組成は形成時の初生的な鉱物のモード組成に大きく依存する。したがって、BIFsの全岩化学組成
から直接、当時の海水化学組成を議論することはできず、まずそれらの組成を構成鉱物の化学組成に還元して、それら
構成鉱物それぞれの起源を議論する必要がある。
そこで、本研究では、初期太古代 (38.1億年前)に形成されたイスア表成岩帯の 80試料の BIFsおよびチャートの化学

分析を XRFと ICP-MSによって行った。そして、それらの全岩化学組成分析値を用いて、それらの岩石を構成していた
と考えられる初生的な鉱物とその起源の推定を独立成分分析によって行なうことで、BIF試料の全岩化学組成を鉱物モー
ド組成のばらつきによる線形な効果と水塊化学組成や吸着などの変化に伴う非線形な効果とに分けて議論を行なった。
その結果、イスア表成岩帯 BIFs+チャートの全岩化学組成のばらつきは、➀水酸化鉄チャート成分 + ➁MgCaドロマイ

ト成分 + ➂FeCaアンケライト成分の３つの独立な鉱物成分のモード比で説明することができ、砕屑粒子の影響は小さい
ことが分かった。そして➁と➂の炭酸塩鉱物成分は➀と同等かそれ以上の正の Eu anomalyを持っている。これは、炭酸塩
鉱物が水酸化鉄と同じかそれよりも強い熱水環境で形成されたことを意味し、>39.6億年前に形成された Nulliak表成岩
帯の BIFにおいても見られる特徴である。このことから初期太古代の海洋環境では、熱水が炭酸塩鉱物の沈殿場であっ
たことが想定される。
さらに➁と➂の成分の弱く、➀の効果が強く働いている試料は、現在の中央海嶺周辺域の海底熱水性鉄質堆積物と同様

に Eu anomalyと全岩希土類元素/Fe比、La/Yb(軽希土類元素/重希土類元素)比との間に負の相関が見られることが分かっ
た。このような相関関係は、現在の中央海嶺熱水堆積物においては、熱水活動の強弱に起因する堆積埋没速度によって、
希土類元素の鉄酸化物への吸着が阻害されることで生じるものと考えられている。したがって、初期太古代海洋におい
てもこのプロセスが存在したことを仮定すると、鉱物モード組成によらないイスア表成岩帯 BIFsの化学組成のバリエー
ションが熱水活動の強弱によって説明することができる。
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